
   

運輸安全マネジメント 令和５年４月 

「安全」「確実」「快適」「親切」をモットーに輸送することが最大の使命です。 

≪ 長崎県交通局・長崎県央バス㈱≫ 

 

Ⅰ 令和５年度の取り組みについて 

Ⅱ 令和４年度の取り組み結果について【安全報告】 

Ⅲ 輸送の安全に関する内部監査結果及びそれを踏まえた措置内容について 

Ⅳ 行政処分等の公表 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■ 輸送の安全に関する基本的な方針 

１．交通局長（社長）は、輸送の安全確保が事業経営の根幹であることを深く認識し、交通局・

長崎県央バス㈱における輸送の安全確保に主導的な役割を果たします。 

     そのため、 

   〇輸送現場の声に真摯に耳を傾け、また、現場の状況把握に努めます。 

   〇全職員に「輸送の安全の確保が最も重要である」との認識をもってもらうよう、率先 

    して取り組みを進めます。 

  ２．交通局・長崎県央バス㈱は、「運輸安全マネジメント」を確実に実施し、全職員が一体とな

って輸送の安全確保を図ります。 

また、それらに関する情報について積極的に公表します。 

Ⅰ 令和５年度の取り組みについて                        

令和５年度については、上記基本的な方針を実現するため、輸送の安全に関する重点施策など

に取り組みます。 

１． 輸送の安全に関する目標（長崎県営バスグループ全体） 

（１）死亡事故  ０件 

（２）重大事故  ０件（自動車事故報告規則第２条に規定する事故） 

（３）有責事故 １０％減（対前年度比） 

（４）車内事故 １０％減（対前年度比） 

  

 ２．輸送の安全に関する重点施策（長崎県営バスグループ全体） 

（１）安全運行に関する取り組みについて 

    ①交差点右左折時の横断歩道手前での一旦停車（歩行者保護） 

    ②３秒ルールの推進（行動に移す前に確認の徹底・車内事故防止） 

    ③イエローストップの徹底（交差点事故防止） 

④構内制限速度１０ｋｍ/ｈ以下（営業所・バスターミナル・他社構内） 

⑤市街地４０ｋｍ/ｈ以下での運行（ゆっくり走行・車間距離の確保で事故防止） 



（２）安全体質、安全意識の底上げについて 

①安全第一の職場風土の実現と、安全意識（法令遵守・運転マナー）の更なる醸成 

     ②小集団活動による管理者ミーティング等の各階層別ミーティングの実施 

③基本的な接客・接遇の向上及び事故防止のための意識改革及び強化 

       ④運行時の非常事態に備えた緊急連絡訓練の実施 

    ⑤健康管理の徹底（各種感染症予防の徹底） 

 
（３）情報共有の強化及びコミュニケーションの充実について 

①グループ全体による運輸安全会議、安全管理委員会、地方機関長会議、整備管理 

委員会、所属長・運行係長・運行管理者会議等の実施 

②経営トップを含む幹部職員による各営業所訪問及び意見交換会の実施 

③事故発生後、担当営業所からの速報による事故事例等の情報共有の強化 

④ドライブレコーダーの映像を活用したヒヤリハット情報の作成と共有化 

 

（４）運行管理業務の徹底について 

①毎月２０日の事故ゼロ日に、幹部職員等による早朝点呼立哨を実施 

②運行管理の重要さについて、意識の向上を図るため運行管理者研修を強化 

 

（５）整備管理業務の徹底について 

①年間計画に沿った定期点検の実施 

②安全性向上のため重点箇所の点検を実施し、車両の安全を確保 

③整備管理委員会による安全性向上に向けた協議を実施 

 

３．輸送の安全に関する教育及び研修等の計画 

    交通局グループ 輸送の安全に関する計画（安全管理規程第６条関係）（別紙） 

 

４．輸送の安全に関する組織体制及び指揮命令系統 

    長崎県交通局  輸送の安全に関する組織体制及び指揮命令系統（別紙） 

    長崎県央バス㈱ 輸送の安全に関する組織体制及び指揮命令系統（別紙） 

 

５．事故・災害等に関する報告連絡体制  

長崎県交通局  重大事故及び災害発生時の連絡網（別紙） 

長崎県央バス㈱ 重大事故及び災害発生時の連絡網（別紙） 

 

６．安全管理規程・安全統括管理者 

（１）長崎県交通局  安全管理規程（別紙） 

（２）長崎県交通局  安全統括管理者：乗合事業部長 柿原 幸記 

    （３）長崎県央バス㈱ 安全管理規程（別紙） 

    （４）長崎県央バス㈱ 安全統括管理者：取締役兼諌早営業所長 辻 廣志 

 



 

 

 

Ⅱ 令和４年度の取り組み結果について                      

１． 輸送の安全に関する目標及び当該目標の達成状況（安全管理規程５条） 

●目  標 ： 死亡事故・重大事故 ０件（自動車事故報告規則第２条に規定する事故） 

○達成状況 ：                ０件  達成 

●目  標 ： 有責事故発生件数 対前年比１０％減 

○達成状況 ： 対前年度比        ２６％増  未達成 

   ●目  標 ： 車内事故発生件数 対前年比１０％減 

   〇達成状況 ： 対前年比         １４％減  達成 

２． 輸送の安全に関する重点施策 

（１）活発なコミュニケーションについて 

①運輸安全会議を本局と営業所にて隔月ごとに実施しました。また、運輸安全管理委員会

を年３回、整備管理委員会を年２回実施しました。 

②小集団活動による管理者ミーティング、リーダーミーティング、チームミーティングを

実施しました。また、コロナ禍の中、密を避けるため、各営業所において総決起大会を

開催し、無事故及び善行表彰を行いました。 

③幹部職員による全営業所の早朝点呼立哨や、営業所との意見交換会を行い輸送現場との

コミュニケーションを図りました。 

④小集団活動の取組みとして「事故防止」・「接客、接遇の向上」「コンプライアンスの徹

底」をテーマとして小集団活動による現場力向上のための意識の醸成を図っています。 

 

◆運輸安全会議              

      

 

 

 

 

 

 

                                      

◆地区別安全会議            ◆運輸安全管理委員会 

 

    

 

 

 

 

 

安  全  報  告 



 

◆小集団活動総決起大会 無事故・善行表彰（各営業所） 

【長崎営業所】               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

     【矢上営業所】                 【長与営業所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【諫早営業所】                 【大村営業所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）運行管理業務の徹底について 

①厳正な点呼の実施。 

○毎月の重点項目を定め、運行管理者による厳正な点呼を実施しました。 

（アルコールチェック、体温測定等による健康状態、体調、睡眠不足、薬の服用状況の

確認と把握、携帯電話の所持、取り扱い等の確認と注意喚起を実施）。 

○遠隔地車庫及び宿泊を伴う勤務の点呼では、通信式の画像確認機能付きアルコール検

知器による検査を実施しました。 

○毎月２０日の事故ゼロ日には、幹部職員及び育成・指導課による早朝点呼立哨を実施し

ました。 

◆点呼執行状況 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

②デジタルタコグラフによる速度管理等の指導、急発進・急減速の防止、エコドライブ安全

運転等の指導を行いました。 

 〇運行直後の日報（分析表）を基に、運行管理者による安全速度、急発進・急減速の防止、

エコドライブなどの個別指導を行いました。 

 〇運行管理者の実務の向上、運転士への適切な教育・指導を行なうための運行管理者研修

を実施しました。 

◆運行管理者局内研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）整備管理業務の徹底について 

車両の日常点検整備や法定定期点検整備、自主的な１ヶ月点検を実施しました。 

 



 

（４）育成・指導への取り組みについて 

①事故惹起者には、事故直後に事故原因や再発防止対策に関し個別に話し合い、また、改め

て事故発生時の映像等を活用した特別研修を実施することで再発防止に努めました。 

◆運転操作教習               ◆事故事例発表 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②疑似体験教材を活用し、高齢者、障害者のハンディキャップと似た状態を、乗務員自身が

肉体的、感覚的に体験し、バスを利用されるお客様への対応及び穏やかな運転操作に必要

性等について学習しました。 

③ドライブレコーダーのヒヤリハット映像を視聴し、原因究明、事故の未然防止対策につい

て話し合いました。 

◆高齢者疑似体験     ◆ドライブレコーダー映像によるヒヤリハット研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

④事故を未然に防止するため、適性診断結果を活用した乗務員指導を継続的に実施しまし

た。 

⑤事故発生後、事故事例を踏まえた局内通達を送付し、各営業所等に掲示して事故の共有化

を図ることで注意喚起を行い再発防止に努めました。 

 

   

 



 

（５）各種研修の内容について 

①車椅子取扱いの習熟に加えて、運転技能の向上とプロの運転士としての意識醸成及び意

識向上を図る研修を実施しました。 

 

◆車椅子習熟訓練、及び長崎県運転免許試験場（大村）にて運転技能向上研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆車両の点検・ワンマン機器の操作実習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  ②大村市包括支援センターからの依頼により１０月に大村市高齢者向けバス乗り方講座を

実施し、ＩＣカードを使ったバスの乗り方や、バスに乗るときの注意点などを説明しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③長崎県バス協会主催の「事故防止委員会」及び「運行管理責任者集会」が長崎県勤労福祉

会館で開催され、九州運輸局様及び長崎運輸支局様からご講話をいただきました。 

 
◆「事故防止委員会」及び「運行管理責任者集会」   ◆柿原委員長挨拶（長崎県交通局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

④交通局グループ職員に対し外部講師を招き認知症の理解や接遇等に関する実践的、実用

的な知識・技術等の習得を目的とした認知症サポーター養成講座を開催しました。 

 

◆認知症サポーター養成講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）運転士の健康管理、過労防止について 

① 健康管理においては、定期健康診断の結果に基づき、運転士に対して個別指導を行うと

ともに、飲酒状況等の聞き取り調査を定期的に実施し、指導を行いました。 

② 乗務員個別の勤務実績に基づき拘束時間、連続勤務日数等を把握し、過労防止に努めま

した。 

③ 医療機関と連携したＳＡＳ（睡眠時無呼吸症候群）の検査やストレスセルフチェックを

定期的に実施するなど、健康に起因する事故の未然防止や精神的なケアを行えるよう努

めました。 

Ⅲ 輸送の安全に関する内部監査結果及びそれを踏まえた措置内容について      

１．運輸安全マネジメントの実施状況、並びに、法規制その他の必要事項について内部監査を実施

した結果、各種帳票のファイリング漏れや軽度な記載漏れ等の指摘がありました。 

２．指摘事項については、是正、改善を行うとともに、チェック体制の見直しなど再発防止策を実

施しました。 

Ⅳ 行政処分等の公表                              

 １．行政処分の内容 

   令和４年度の行政処分等はありません。 


